
 

 

平成 30 年 3 月 1 日 
 

報道機関 各位  
 

東北大学災害科学国際研究所 

 
このたび、東北大学災害科学国際研究所は、東日本大震災 7 周年シンポジウ

ム「地域社会に開かれた災害研を目指して～地域ニーズに基づいた実践的研究

の蓄積・展開・社会実装～」を下記のとおり開催いたします。 
このシンポジウムは、東日本大震災の発生から 7 年が経過した被災地の「い

ま」を共有するとともに、災害科学国際研究所の若手研究者による最新の研究

成果を発信します。また、さまざまな分野のパネリストからの震災復興に関す

る地域ニーズを共有し、被災地において残された課題や新しい課題の解決に向

けた災害科学国際研究所の役割について議論します。今後の実践的研究の展開

と社会実装に反映させ、よりいっそう地域社会に開かれた研究所を目指します。 
本シンポジウムの詳細については次頁をご参照ください。 
つきましてはご多忙中と存じますが、本イベントについて広く周知いただく

とともに、当日はご取材の上、紙面・番組等でご紹介くださいますよう、お願

い申し上げます。取材ご希望のメディア関係者の方々は、末尾 FAX 用紙にご記

入の上お申し込みください（申込締切：平成 30 年 3 月 8 日（木）正午）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

東日本大震災 7 周年シンポジウム 

地域社会に開かれた災害研を目指して 
～地域ニーズに基づいた実践的研究の蓄積・展開・社会実装～ 

【お問い合わせ】 

東北大学災害科学国際研究所 

佐藤 健 教授（情報管理・社会連携部門） 

中鉢 奈津子 特任助教・鈴木 通江（広報室） 

電 話：022-752-2049、メール：koho-office@irides.tohoku.ac.jp 



１．開催日時：平成 30 年 3 月 11 日（日）13:00～17:00（受付 12:30～） 
 
２．主催：東北大学災害科学国際研究所 
３．会 場：東北大学災害科学国際研究所 1 階多目的ホール 
       （仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1）  
 
【会場案内図】 

 
地下鉄東西線「青葉山」駅 南１出口徒歩３分 
http://irides.tohoku.ac.jp/access/index.html 
 
 
４．一般申し込み方法：要事前申し込み（定員 150 人、先着順） 
 
 電話・メール・FAX・葉書のいずれかで、お名前（ふりがな）・ご所属・ご

連絡先電話番号をお書きのうえ、お申し込ください。 
【申込先】 
〒980-8572 東北大学 災害科学国際研究所 広報室（月～金 9:30～16:30） 
メール：sympo2018@irides.tohoku.ac.jp  

電話：022-752-2049 ファックス：022-752-2105 
ウェブ：http://irides.tohoku.ac.jp/event/houkokukai/7years.html 
 
【申し込み締め切り】 平成 30 年 3 月 8 日（木）12:00 

 
※メディアご関係者お申込みは、末尾 FAX 用紙ご参照 

 
５．参加費 無料 
 
 
 

http://irides.tohoku.ac.jp/access/index.html


６．プログラム 
 
13:00～13:10 開会挨拶 今村 文彦 （東北大学災害科学国際研究所・所長） 
 
13:10～14:00 【第 1 部】招待講演 

「被災地に求められる震災伝承と防災発信、研究の方向性～災害研との関わりの中か

ら見えてきたこと～」 
武田 真一 （河北新報社防災・教育室長） 

14:00～14:10 休憩 
14:10～15:10 【第 2 部】災害研若手研究者による実践的防災学の最新の成果報告 

（@15 分、12 分発表、3 分質疑） 
① 「内陸直下型の地震を引き起こす活断層とその地下構造～仙台平野南部において新

たに明らかになった伏在活断層～」 
岡田 真介 （ハザード評価プロジェクトユニット） 

② 「震災伝承の実践的防災学：科学的検証と実践支援」 
佐藤 翔輔 （被害予測と軽減プロジェクトユニット） 

【黙祷】 
③ 「より迅速に、確実に災害時の「健康」と向き合うために～東北大学病院 BCP 策定

へのステップ～」 
佐々木 宏之 （災害と健康プロジェクトユニット） 

④ 「人間中心の住宅復興に必要なこと：日米の住宅復興事例からみる」 
マリ エリザベス アン （減災・復興デザインプロジェクトユニット） 

15:10～15:20 休憩 
15:20～16:50 【第 3 部】パネルディスカッション 

「震災復興のこれまでとこれから、そして災害研への期待」 
コーディネータ 丸谷 浩明 （東北大学災害科学国際研究所・所長補佐、 

総合減災エリア長） 
パ ネ リ ス ト 三宅  諭 （岩手大学農学部・准教授） 
        臂   徹 （株式会社キャッセン大船渡・取締役） 
        阿部 紀代子（鰻割烹 八幡家・女将） 
        武田 真一 （前掲） 
        越智 小枝 （東京慈恵会医科大学臨床検査医学講座・講師） 
 
16:50～17:00 閉会挨拶 伊藤  潔 （東北大学災害科学国際研究所・副研究所長） 
 

 
 
  



東北大学災害科学国際研究所 広報室 行き 
 FAX 番号：022-752-2013（広報室宛と明記してください） 
 
 ご連絡先をご記入の上、FAX にて、3 月 8 日（木）正午までに御返信くださ

い。 

 
開催日： 平成 30 年 3 月 11 日（日）13:00～17:00 （受付 12:30～） 
 
会 場： 東北大学災害科学国際研究所 多目的ホール 
      〒980-8572 仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1  
 
 
御社名：                                    
 
 
御所属：                                    
 
 
御芳名：                                    
 
 
媒体名：                                    
 
 
御連絡先：                                   
 
 
電話：                                     
 
 
Email：                                

東日本大震災 7 周年シンポジウム 
地域社会に開かれた災害研を目指して 

～地域ニーズに基づいた実践的研究の蓄積・展開・社会実装～ 
取材申し込み票 

 


